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ＩＴ農業を支援する、アイサンの「位置情報解析」技術
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「農業と知財」 ～ 当社Ｒ＆Ｄセンター長 細井が熱く語ります ～

少子高齢化の進む中、農業においては担い手の高齢化、労働力不足が懸念されており、
特に熟練農家の高齢化と、その技術後継者不足は、我が国の農業産業そのものの存続の
危機に直結する問題となります。高度な農業職人の営農判断を情報化することは、農業
技術の第三者移転を可能とすることができ、農業技術の継承を潤滑にすると同時に農業
生産技術のロボット化等の分野にこれら情報を応用することで、より高度な農業生産技
術を実現することとなります。

また、農業生産物の品質を安定させるためにも、農作業を情報化することは必要なも
のとなります。このように、「農業の知財化」は我が国の抱える諸問題を解決するため
の重要なキーワードの一つとなります。

しかしながら、農業の知財化には幾つかの解決すべき課題があります。この諸課題に
当社の技術的コアコンピタンスである位置情報技術を農業に活用することで、解決し
「農業の知財化」を推進できるのではないかと考えております。渋澤教授（東京農工
大）をはじめとした先駆的研究をされている方々から技術的指導をいただきながら当社
では、地理空間情報の農業利用に向けた取り組みをしております。

農業の知財化を実現するためには、「情報収集」「情報統合」「情報推定」「情報利
用」の４つのステージにおける課題に取り組む必要があります。これら農業の知財化に
おいて、収集される情報、実施される作業が正しいものである必要があります。当社は、
時空間情報の証明技術である三菱電機株式会社のCOCO-DATESの販売店であり、これ
ら技術を利用したアプリケーションを提供する事で、食の安全・安心のための情報証明
を実現できると考えております。

このような位置情報技術を農業の知財化に活用するための技術研究開発に向けては、
豊橋IT農業研究会を主宰する株式会社サイエンス・クリエイトと共同で公募提案等を実
施しております。また、地理空間情報をより高度に活用するために国産位置情報衛星で
ある準天頂衛星が期待されています。

当社は衛星測位利用推進センター（SPAC）に設置されたワーキンググループにおい
て、準天頂衛星を利用することで農耕機の自動走行を高度化する利用実証実験に参加し
ております。こちらは、野口教授（北海道大学）の指導のもと、現在の自動走行の諸問
題に対して準天頂衛星の効果検証を実施する予定としております。

アイサンテクノロジーでは、精密農業をはじめとした農業の知財化に向けた技術研究
を実施しております。
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